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これは、原始惑星系円盤から中心星への質量降着を表すものと考えられる。 Z CMa は、質





























までは実施が困難だった長期間の分光観測を実現した。その結果、 V409 Tau では歪んだ
原始惑星系円盤が中心星を掩蔽することにより天体が暗く見える時期があることを明らか
にした。また Z CMaでは静穏期と増光期に分けて光度変化を議論した。複数の輝線や吸収
線の強度変化を詳細に解析することで、静穏期の変光は FU Ori 型星が、増光期の変光は
ハービック Be型星に起因することを世界で初めて明らかにした。
上記のように、本論文は可視光分光モニター観測により前主系列星の変光について重
要な知見を得たものである。
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。また、令和 
2年 1月 29日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った結果、合格と判
定した。


